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ふくしま                           ２０１８．１０．２４                             

復興支援フォーラムニュース  No.140 
（URL http://www5a.biglobe.ne.jp/~tkonno/FK-forum.html）                                           

                   ＜事務連絡先＞ 今野順夫（tkonno67@gmail.com） 
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【第138回ふくしま復興支援フォーラム／2018年10月24日・AOZ大活動室１】 

 

      「福島復興に向けた国際的取り組み」 

                          ちょん・ひょうんしる 

 

１． ふくかん（福韓）草の根の交流 

・震災前（2000～2010） 

・震災後（2011～2018） 

 

２． 都会から地方へ（2000）―暮らしたい場所選び― 

・地方（福島）こそ、その国の良さが残る 

・異文化理解としてのカラーレンズ 

・市民ネットワークの必要性に気づく 

 

３． 福島と韓国（ふくかん）の交流スタイル 

・顔の見える交流 

・キムチおばあさん 

 

４． 多くの壁を越えられるか 

・心は通じる 

・ともに生きる仲間づくり 

・似ているけど違う 

 

５．いやしカフェ（2012年） 

・自分たちに互いにいやせる仲間の場所 

・体をいやす料理 

・農家をいやす農園 

・体をいやすキムチづくり 

・正しい福島を伝えよう！ 

http://www5a.biglobe.ne.jp/~tkonno/FK-forum.html
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６． キムチ村プロジェクト 

・農家にやさしい 

・環境にやさしい 

・子供にやさしい 

 

７． ちょんひょんしるの生き方塾 

 

 

 

 

 

 

 ◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇ 

 

＜第137回ふくしま復興支援フォーラムでのご意見等＞ 

 

2018年10月10日（水）、福島市ＡＯＺで、第137回ふくしま復興支援フォーラムを開催しました。

「課題先進地における住民主体の取り組み」を共通テーマに、お二人から報告をいただきました。

菅波香織氏（未来会議事務局長、いわき法律事務所・弁護士）から、「未来会議の取り組み －対

話で育てる未来の種」について、平山勉氏（双葉郡未来会議代表）から、「旧警戒区域の夜明け」

について報告を受けました。 

同会場には、市民28名が参加し、活発な質疑応答がなされましたが、会場で文書提出されたご

意見・ご感想は以下の通りです。参考にしてください。 

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～ 

 

 ★ コミュニケーションを年代を大きく広げて進めている活動に大変感心しました。特に子ど

も達と共に話し合うことを大切にしていることを学ばせてもらえました。（K.S） 

 ★ 多数決という方法に短絡しない場づくりが、色々と蓄積されている（未来会議、車座、ワ

ークショップ）。そこには、重要なルールがあることに気づくことも大切（多様さを認めあう、一

つに決めない ex.）。（S.H） 

 ★ 他の人の意見を否定しない、結論を出さない（決めない）というのは、今の福島において、

とても重要なポイントなのだろうと感じました。復興を急ぎすることで傷ついて人が多いような

気がします。復興のかたちは、一人一人にとって違う、といことをよく考えたいと思います。あ

りがとうございました。（W.Y） 

 ★ 今の双葉郡、「本当に必要なところにお金がまわる仕組みなっていない」という平山さんの

言葉は重かった。（K.N） 

http://blog.livedoor.jp/tkonno_2012/archives/37481327.html
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 ★ 遅れて参加したのですが、お二人のお話を全部聞くことができず残念です。また別の機会

にもう少し長い時間でお話を聞きたいです。主権者として地域のことをじっくり話し合っていく

ことは、とても大事なことだと思いました。（T.S） 

 ★ 未来会議の活動について、教えて頂き、ありがとうございます。資料もありがとうござい

ます。最後の、「あつれき」の話、とても重く考えさせられました。（M.K） 

 ★ 平山さんの言われた言葉、「はなれていてもおとなりさん」。いいですね。菅波さん、やっ

ぱり対話で未来の種を多くの人に、苗を育てていって下さい。（K.I） 

 ★ “会議”とは、互いの意見をまず尊重する場である、ということは全くその通りだと思い

ます。今後も意味のある場の提供を願っています。（S.S） 

 ★ 未来会議の多様さをそのまま大切にし、1つに決めない在り方が、そういう会議もあるのだ

と勉強になった。また、今日のテーマは「住民主体の取り組み」だったが、情報を共有したり、

互いの顔を知り合うことが、住民が主体になって取り組む活動のうち、大切なことだと思った。

（T.K） 

 ★ (1)#137ふくしま復興支援フォーラムを開催していただき有難うございます。(2)自由闊達

な未来会議の活動にチャレンジされており素晴らしいと思いました。(3)「それぞれのふるさと」、

この言葉に私も共鳴しました。私も20年前から福祉の地域づくりをスタートし、11年前からは「若

者や子供達が、学・業後、帰って・来て活躍し続ける、魅力ある助け合いのふるさと創りを4世代

で進める」をコンセプトにボランティア活動を継続しています。(4)2030年、2040年、2050年の未

来会議の成果に期待しております。一緒に頑張りましょう。(5)復興長期ビジョンの柱は、「地方

創生と後継者対策」の観点から、「再生エネルギーと農業他一次産業の両立・活性化」を見積り、

検討をしておりますが、原発をベースエネルギーとしている壁にぶつかっています。（T.S） 

 ★ こうやって頑張っている人がいるんだなと思いました。2人の方が話されたように、双葉郡

の今がどうなっているか、私達はよく知っていない。3.11の時以降の動きが良くわからない。「ふ

たばいんふぉ」で、こんなふうに変わったのかと驚きました。こういう活動するエネルギーを持

っている人は、普通の人なのでしょうか？特別な人なのでしょうか？すごいなと思います。つな

がろうと思っても、情報がない、コミュニケーションがないと、つながれないのかなと思います。

このような情報発信が大事だなと思います。（S.S） 

 ★ 考えさせられた報告でした。（H.O） 

 ★ 丁寧に、人びとと接しているように思いました。話の内容が、年によって変わってきてい

るのだろうか、話し合った内容の解決がうまくできるものと難しいものがあるのだろうか、等も

思いました。（M.S） 
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～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～ 

  ◆◆◆◆【会場カンパありがとうございました】◆◆◆◆ 

 第137回ふくしま復興支援フォーラム（10月10日）の会場で、カンパ8,000 円をお寄せいただ

き、ありがとうございました。ご報告とともに、御礼申し上げます。（今野） 

 

【会計報告】（2018.10.20現在） 

 

第1期（～2015.9）累計    収入214,746円  支出207,640円 残（繰越）7,106円 

第2期（2016.10.27～） 

「収入」（2018.10.6 までの累計）    163,843円 （第1期 繰越 7,106円含む） 

  会場カンパ(2018.10.10)      8,000円 

   計              171,843円 

 「支出」（2018.10.6まで累計）      119,280円 

      計              119,280円 

 「残金（現在高）」 2018.10.20       52,563円 

 

 

 

 

 ▽▽▽▽▽▽▽▽▽▽▽▽▽▽▽▽▽▽▽▽▽▽▽▽  

＜予告＞  

第139回（2018年11月8日（木） 18時30分～20時30分 

       テーマ   「今、求められているコミュニティの姿とは  

～ 避難区域の図書館に考える～」 

報告者  吉田和紀氏（福島県立図書館 企画管理部 専門秘書） 

会 場  福島市アクティブシニアセンター「ＡＯＺ（アオウゼ）」 

         小活動室１・２  ＭＡＸふくしま４Ｆ（福島市曾根田町1－18） 


